
 

 

 

平成 24 年 5 月 2日 

各 位 
                        会 社 名  東洋製罐株式会社 

                        代 表 者 名  取締役社長  金子 俊治 

                        （コード番号 5901 東証第一部・大証第一部） 

                         問 合 せ 先   総 務 部 長  田谷 信幸 

                        （ＴＥＬ  03－4514－2001） 

 

特別損失の計上および業績予想の修正に関するお知らせ 
 

近の業績動向を踏まえ、平成 24 年 2 月 3 日に公表した平成 24 年 3 月期（平成 23 年 4 月 1 日～

平成 24 年 3 月 31 日）の業績予想を修正するとともに、平成 24 年 3 月期第 4四半期において計上する

こととなった特別損失について併せてお知らせいたします。 
 

記 
 

１．特別損失の計上について 

（１）災害による損失 

①タイの洪水被害にともなう災害による損失 

当社は、タイの洪水被害にともなう災害による損害額として、平成 24年 3月期第 3四半期にお

いて、連結で 3,322 百万円を特別損失に計上いたしましたが、平成 24 年 3月期第 4四半期におい

て、新たに連結で 493 百万円、個別で 439 百万円を特別損失に計上いたします。 

これにより、平成 24年 3月期決算におけるタイの洪水被害にともなう特別損失の合計額は、連

結で 3,815 百万円、個別で 439 百万円となる見込みです。 

なお、当該被災した固定資産等には保険を付保しておりますが、現時点において保険金受取額

が確定していないため、保険金収入を計上しておりません。 
 

②東日本大震災にともなう災害による損失 

当社は、東日本大震災の発生にともなう損害額について、平成 24年 2月 3日付「特別損失の計

上および繰延税金資産の取崩しならびに業績予想の修正に関するお知らせ」において、連結で

4,660 百万円、個別で 4,615 百万円の特別損失の発生が見込まれる旨公表いたしましたが、平成

24 年 3 月期第 4四半期において、新たに連結で 302 百万円、個別で 227 百万円を特別損失に計上

いたします。 

これにより、平成24年3月期決算における東日本大震災の発生にともなう特別損失の合計額は、

連結で 4,962 百万円、個別で 4,843 百万円となる見込みです。 
 

（２）関係会社貸倒引当金繰入額 

一部の海外連結子会社の財政状態を鑑み、当社からの貸付金に関して関係会社貸倒引当金繰入

額1,090百万円を、平成24年3月期第4四半期の個別決算において、特別損失に計上いたします。 

なお、本特別損失につきましては、連結業績に与える影響はありません。 



 

 

２．業績予想数値の修正 

平成 24 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 23 年 4月 1日～平成 24 年 3 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

696,000 

百万円 

11,000 

百万円 

10,500 

百万円 

△11,000 

円 銭 

△54.54 

今回修正予想（Ｂ） 702,500 15,000 18,500 △3,000 △14.87 

増減額（Ｂ－Ａ） 6,500 4,000 8,000 8,000  

増減率（%） 0.9 36.4 76.2 －  

（ご参考）前期実績 

（平成 23年 3月期） 
706,502 24,970 27,520 △4,383 △21.46 

 

平成 24 年 3 月期通期個別業績予想数値の修正（平成 23 年 4月 1日～平成 24 年 3 月 31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

317,000 

百万円 

△1,000 

百万円 

0 

百万円 

△11,000 

円 銭 

△54.54 

今回修正予想（Ｂ） 325,000 900 6,000 △6,000 △29.75 

増減額（Ｂ－Ａ） 8,000 1,900 6,000 5,000  

増減率（%） 2.5 － － －  

（ご参考）前期実績 

（平成 23年 3月期） 
323,874 4,916 10,811 △4,842 △23.71 

 

修正の理由 

 

【連結】 

売上高は、前回予想において、第 4四半期の飲料容器の販売が低調に推移すると見込んでおり

ましたが、予想した落ち込みが見られず堅調に推移したことから、前回予想を上回る見込みです。

営業利益は、売上高の増加に加え、一部の原材料コストの上昇が当初想定を下回ったことなどに

より前回予想を上回る見込みです。経常利益は、営業利益の増加に加え、当社における外貨建資

産にかかる為替差損が想定より約 30 億円減少したことなどにより前回予想を上回る見込みです。

当期純利益は、上記１.のとおり特別損失の計上はあるものの、経常利益が増加することにより前

回予想を上回る見込みです。 
 

【個別】 
売上高は、前回予想において、第 4四半期の飲料容器の販売が低調に推移すると見込んでおり

ましたが、予想した落ち込みが見られず堅調に推移したことから、前回予想を上回る見込みです。

営業利益は、売上高の増加にともない前回予想を上回る見込みです。経常利益は、営業利益の増

加に加え、外貨建資産にかかる為替差損が想定より約 30億円減少したことなどにより前回予想を

上回る見込みです。当期純利益は、上記１.のとおり特別損失の計上はあるものの、経常利益が増

加することにより前回予想を上回る見込みです。 

 

以上の理由から、平成 24年 3 月期（平成 23 年 4月 1 日～平成 24 年 3 月 31 日）の通期連結業

績予想および通期個別業績予想を修正いたします。 

なお、期末配当金につきましては、従来予想通り 1株につき 5円を予定しております。 

   

※上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は今後さまざまな要因により予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

 以  上 


